令和元年度　がん看護臨床実務研修「緩和ケアコース」
１．目標：がん患者に対し、緩和ケアに関する専門的な知識に基づき看護が実践できる
２．行動目標
１）トータルペインの視点でアセスメントすることができる

受け持ったがん患者の情報に基づきトータルペインの視点でアセスメントし、看護上の
問題点を明確にできる
２）自己のコミュニケーションパターンを知り自己の課題を明確にできる
　　受け持ったがん患者の対応場面のプロセスレコードを分析し、自己のコミュニケーション
パターンと課題を明確にできる
3． 研修期間：２週間から４週間
4． 研修内容

1） 病棟でがん患者を受け持ち、情報収集から看護計画立案まで行い患者や家族とコミュニケーションを図りながら患者理解を深めて看護を実践する
2） 外来化学療法センター、放射線治療室・地域医療連携センター・緩和ケアチームなど半日程度の見学実習を行う

　　実習例
	１週目
	
	月曜日
	火曜日
	水曜日
	木曜日
	金曜日

	
	午前
	オリエンテーション
	病棟実習
	病棟実習
	病棟実習
	病棟実習

	
	午後
	受持患者選択
	病棟実習
	病棟実習
	外来化学療法センター
	緩和ケア外来

緩和ケアチームカンファレンス参加

	
	
	月曜日
	火曜日
	水曜日
	木曜日
	金曜日

	２週目
	午前
	病棟実習
	病棟実習
	病棟実習
	病棟実習
	病棟実習

	
	午後
	病棟実習
	放射線治療室
	地域医療連携センター
	病棟実習
	カンファレンス

記録整理


※研修内容は、研修生の希望に応じ研修初日に調整
＊実習病棟は、実習指導者（がん看護分野の専門看護師・認定看護師）が活動している病棟が中心になるため、ある程度当方で決めて事前に研修生に連絡します
